
  
 
 
 
 
 

 

１学期が終わりました。 

  入学してから約４カ月が経過しました。中学校までとは一変した環境の中、全般的には、う

まくスタートを切れたのではないかと思います。新しい友人もでき、お互いによい刺激となっ

ているようです。もちろん個々には、色々な悩みを抱えている生徒もあろうかと思いますが、

悩みがあるのは当たり前のことだと考えてください。夏をうまく過ごして２学期を迎えてもら

いたいと思います。 

 

通知票をご覧ください。 

 通知票の上半分の各科目の得点は第１・２回学力テストの素点です。下半分の観点別評価は、

小テストや提出物などを含む１学期の学習活動を評価したもので、学年末の５段階評定につな

がります。観点別評価はＡＢＣの３段階ですが、Ｃは目標を達するのにかなり努力を要する場

合であり、ＡＢほどＣのつく割合は高くありません。Ｃがついている科目は、学年末の評定が

「１」、つまり単位の修得が出来ない可能性があるので要注意です。 

 なお、英語Ⅰ（速修）・数学Ⅰ（速修）は、第３回学力テストまで、また英語Ⅰ（標準）・

数学Ⅰ（標準）は第４回学力テストまでで、単位認定を行います。 

 

未来航路プロジェクト 職業研究「保護者の回答集」 御協力ありがとうございました。 

 職業アンケートへの御回答、誠にありがとうございました。最終的には５３名の方から御寄

稿をいただき、４０ページもの冊子が完成いたしました。この場をお借りしてお礼申し上げま

す。今後ともよろしくお願いいたします。生徒の感想のほんの一部ではありますが、このあと

に掲載しておりますので、御一読下さい。また、１年生の皆さんには、自分のものとは異なる

視点をもっている友人の感想もぜひ参考にしてほしいと願っています。 

 

感想 

 

� 保護者の方々は、私達よりもずいぶん長く生きてこられている。その経験を読んで学べる
のはとてもいいと思った。 

� 本当に様々な種類の職業があり、またそれぞれの職業ならではの苦労や喜びが鮮明に書か
れてあって、そこらの本よりすごくためになる文章であると思った。 
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� その他にもらった冊子の何倍も参考になる素晴らしい資料だった。大変なことはあるとは
思うが、それでもやりがいや達成感のある職業に就きたいと思う。 

� 「保護者の回答集」を読んで感じたのは一言で言えば、“人間味”です。実際に経験した
人がどんな苦労があるのか、何がどのように難しいかなど、具体的なこともわかり、自分

の将来のことなどが描きやすくなりそうです。同じ職業であっても、今それについている

人全てが、同じ道を通ってきたわけでもない、ということも実感した。 

� 高校の間には職業が決まらず、大学に入ってから決めている人も多くて、絶対にこの学部
に入ってなかったら出来ない職業もありましたが、大学でもまだ決められるのだと思いま

した。 

� 自分としては今何になりたいのかよく分からない。この冊子を読んでいく中で、「こんな
仕事もあるのか。」「こんなのもいいな。」と思う反面、「まだ決めなくてもいいや。」と思

うようになった。今から１つのことにこだわりすぎる必要はない。もっと広い視野を持っ

て人生を歩いていく段階だと思う。将来何になりたくなっても困らないように今はとりあ

えず勉強しておくべきだと思う。そうしておけば、後で選択肢がもっと広がるのだから。 

� 最後の“メッセージ”を読んで感じたことは、夢を固定しすぎるのでもなく、何も決めな
いのでもなく、ゆっくりと確実になりたいものを明確にしていくのが、今は大切だという

ことです。 

� どんな職業に就くにしても、明るく前向きで、人とのコミュニケーション能力が上手にと
れることが要求されているのだと感じました。高校生活の中でも、コミュニケーション能

力が試されているなと感じられることや、ポジティブ思考が集団の空気を救ったことが多

くあります。この互いに学び合える環境の中で、しっかりと「社会人としての能力」をつ

けていきたいと思います。 

� 保護者の回答集はとても貴重かつ優れた資料だと思う。社会の中で自立をして生きている
人々の生の声はなかなか聞くことができない。自分はシステムエンジニアか、ソフトウェ

ア開発等の職業に就きたいと思っていた。それには、必要ないと思っていた、コミュニケ

ーション能力が大切だと書かれていた。この様に調べてもなかなか出てこないものも知る

ことができた。また、自分にはあまり興味のなかった職業も興味がわいて来てしまった。

これは、自分の人生を左右しそうだと思った。 

� 私たちのお父さん、お母さんにも私たちのように進路に迷い、必死に勉強していた時があ
ったんだ、と思うと少し不思議な気分になりました。それと同時に大人は私たちの人生の

先輩なんだ、と改めて感じました。 

� 実際に、僕たちの親である方々への回答なので、とても詳しく説明されてあったし、生の
声も聞けた感じがして、職業ガイドといった本などよりも説得力があったなあと思った。

また、保護者の方でもけっこう操山 OB の方がいらっしゃって、支えられているなと感じ

た。最後のメッセージなども温かいものばかりで嬉しかった。 

 


